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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
６
月
15
日
か
ら
23
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、２
日
間
に
わ
た
り
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
８
件

を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
及
び
第
三
セ

ク
タ
ー
の
決
算
（
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）、
平
成
４
年
度
の
一
般
会
計
及
び
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
な
ど
７
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
最
終

日
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
小
規
模
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
）
及
び
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を

採
択
、
米
坂
線
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
む
決
議
を
可
決
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
、
農

業
委
員
会
委
員
10
名
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。「
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
」に
関
し
、

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
あ
り
ま
し
た
。

概　要

豪雨災害関連の補正予算を可決豪雨災害関連の補正予算を可決（補正予算総額 2億4,234万4千円を増額）（補正予算総額 2億4,234万4千円を増額）
（災害廃棄物の収集運搬費  2,177万円、農地災害復旧費  3,860万円、道路橋梁災害復旧費  3,920万円ほか）（災害廃棄物の収集運搬費  2,177万円、農地災害復旧費  3,860万円、道路橋梁災害復旧費  3,920万円ほか）

一般会計補正予算の主な歳入と歳出

（主な歳入）
●災害復旧費分担金 3,701万円
●国庫負担金・補助金 5,063万円
●県負担金・補助金 1,634万円
●繰入金 1億3,670万円
●繰越金・諸収入 166万円

（主な歳出）
●人事異動に伴う人件費ほか 4,701万円
●障がい者自立支援事業 2,378万円
●物価高騰対策事業等 2,303万円
●子育て世帯生活支援特別給付金事業
 425万円
●認定こども園施設修繕事業 305万円
●新型コロナウイルス感染症対策事業
 1,845万円
●廃棄物処理事業 2,177万円
●畜産振興事業 380万円
●被災農地支援補助事業 600万円
●消雪設備改修事業 400万円
●消防団の力向上モデル事業 325万円
●消防施設等整備事業 535万円
●スクールバス運行管理事業 80万円
●農地等災害復旧事業 3,860万円
●道路橋梁災害復旧事業 3,920万円

特別会計補正予算の概要

　水道事業会計を除く６つの特別会計の補正予
算の主な内容は、４月の人事異動に伴う人件費
の当初予算との比較増減でありました。
　水道事業会計については、昨年８月の豪雨災
害による小白川浄水場のろ過設備改修工事等に
伴う経費として、3,066万円増の補正予算とな
りました。
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豪雨災害関連の補正予算を可決豪雨災害関連の補正予算を可決（補正予算総額 2億4,234万4千円を増額）（補正予算総額 2億4,234万4千円を増額）
（災害廃棄物の収集運搬費  2,177万円、農地災害復旧費  3,860万円、道路橋梁災害復旧費  3,920万円ほか）（災害廃棄物の収集運搬費  2,177万円、農地災害復旧費  3,860万円、道路橋梁災害復旧費  3,920万円ほか）

採
択
さ
れ
た
請
願
の
内
容

◆
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
お
い
て
、
農
村
・
農
業
振
興
の

観
点
か
ら
「
多
様
な
担
い
手
」
を
法
に
位
置
付
け
る
こ
と
、
並
び
に
直
接
支

払
交
付
金
の
見
直
し
だ
け
で
な
く
、
経
営
所
得
安
定
対
策
や
新
た
な
直
接
支

払
制
度
の
導
入
を
含
め
施
策
全
般
の
見
直
し
を
請
願　

↓
国
に
意
見
書
提
出

米
坂
線
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
む
決
議
の
内
容

◆
令
和
４
年
８
月
３
日
の
豪
雨
で
被
災
し
た
米
坂
線
の
１
日
も
早
い
復
旧
に

向
け
︑
国
︑
Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
︑

地
域
住
民
と
共
に
︑
沿
線
の
地
域
活
性
化
及
び
利
用
促
進
の
た
め
行
動
す
る
︒

新
た
に
任
命
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

二
に

瓶
へい

幸
ゆき

浩
ひろ
（小白川・再任）

巻
まき

坂
ざか

藤
ふじ

博
ひろ
（手ノ子・新任）

長
なが

岡
おか

賢
けん

市
いち
（　中　・新任）

渡
わた

部
なべ

由
ゆ み こ

美子（黒　沢・新任）

齋
さい

藤
とう

祐
ゆう

一
いち
（　椿　・新任）

安
あ

部
べ

数
かず

幸
ゆき
（小　屋・再任）

手
て

塚
づか

康
やす

博
ひろ
（萩　生・新任）

遠
えん

藤
どう

智
とも

行
ゆき
（添　川・新任）

渡
わた

部
なべ

晃
あき

子
こ
（　中　・新任）

後
ご

藤
とう

恵
え み こ

美子（萩　生・新任）

第
３
回
臨
時
会
の
概
要
（
５
月
16
日
開
催
）

◎
条
例
の
一
部
改
正

〇
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　

↓
個
人
及
び
法
人
に
対
す
る
町
民
税
、
軽
自
動
車

税
及
び
た
ば
こ
税
の
一
部
改
正

〇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　

↓
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
等

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

　

令
和
４
年
度
決
算
に
向
け
た
歳
入
歳
出
の
清
算
に
よ

る
補
正
予
算
並
び
に
令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
関
す
る
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
２
件
を
承
認

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
及
び
前
年
度
繰
越
金
を
歳
入
と
し
て
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
手
ノ
子
ス
キ
ー
場
の
シ

ュ
レ
ッ
プ
リ
フ
ト
改
修
事
業
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総

額
５
千
２
４
２
万
９
千
円
を
増
額
補
正

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

〇
令
和
４
年
災　

農
地
災
害
復
旧
工
事
（
高
野
）

　
　
　

６
千
３
８
０
万
円　
　

樋
口
建
設
（
株
）

　

〇
令
和
４
年
災　

農
地
等
災
害
復
旧
工
事（
小
白
川
）

　
　
　

６
千
８
２
０
万
円　
　

豊
川
建
設
（
株
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
の
内
容

◆
飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事
︵
債
務
負
担
行
為
︶
の　

変
更
契
約
内
容
は
︑
全
熱
交
換
器
及
び
ス
テ
ー
ジ
操
作
機
材
の
更
新
等
に
よ

る
請
負
契
約
金
額
の
変
更
︵
１
千
６
７
５
万
５
２
０
０
円
の
増
︶
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土地開発公社土地開発公社
第３セクター第３セクター 決 算 報 告決 算 報 告
　令和4年度の土地開発公社事業及び第３セクター４社の決算が報告されました。新型コロ
ナウイルスによる外出制限の解除はあったものの、世界情勢による物価高騰で材料費や水道
光熱費の増額などで、厳しい経営環境であった。このため第３セクター４社のうち有限会社
どんでん平ゆり園を除く３社が赤字決算となった。
　また、事業概況を決算報告書より抜粋し記載していますので、ご覧ください。

令和４年度

飯豊町地域振興公社（白川荘・しらさぎ荘）

単位：万円

科　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売上高 ２億0308 2億1756 ２億6860

売上原価 4574 5241 7462

販売費及び一般管理費 ２億0033 ２億1296 ２億3799

当期収益   ▲433 ▲4027 ▲3381

繰越損益 ▲7576 ▲1億1603　　  ▲1億4984

〈事業概況〉
　令和４年度の売上は回復の兆しがあったものの、第７～８波のコロナ感染拡大、ロシアによるウクライナ侵攻
や8月の豪雨、冬期間の大規模停電、雪崩による被害を受けた。又、全国旅行支援や町の飲食店利用促進支援・
燃料高騰による補助を受けながら、社員一丸となって事業に取組んだが、最終的には3381万円の赤字が増えた。

有限会社エルベ
単位：万円

科　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売上高 2737 2834 2857

売上原価 896 846 922

販売費及び一般管理費 2344 2360 2378

当期収益 ▲37 ▲44  ▲248

繰越損益 ▲1400 ▲1444 ▲1692

〈事業概況〉
　８月の豪雨災害やウクライナ情勢による小麦や乳製品などの原材料の価格高騰などで、大きく売上を伸ばす
ことができなかった。販売費及び一般管理費についても、人件費は減少したものの、水道光熱費の増により約
18万円増加した。宴会などを伴うイベントに取り組んできたが最終的に248万円の赤字が増えた。
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飯豊めざみの里株式会社

〈事業概況〉
　外出規制の解除により、トンネルの出口に光が見え、集客増を見込んで切れ間なく対策を講じてきたものの、
8月３日の記録的な豪雨災害により、コンビニの浸水、泥水の流入による被害を受け復旧が急務となった。し
かし、防災道の駅としての機能を果たすことができ、それがマスコミに取り上げられたことで、大きな反響が
あった。
　下期は、台湾インバウンドの再開により、集客が増えたが最終的に833万円の赤字が増えた。

単位：万円

科　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売上高  4億4375 4億7296 6億6388

売上原価 3億1129 3億2535 4億3180

販売費及び一般管理費 1億9574 1億8845 2億4167

当期収益 ▲3307  ▲1736 ▲833

繰越損益   ▲1454 ▲3190 ▲4023

有限会社どんでん平ゆり園

〈事業概況〉
　ゆりまつり営業期間は６月11日～7月17日までの37日間でした。
　開花は7月４日が最盛期となり、天候にも恵まれ7月15日までの12日間開花の最盛となった。6月の入込
客数は対前年6月比21.2％減の5,220名で、7月は対前年7月比51.3％増の12,125名となり総売上額は対
前年比110.4％となった。来年度以降へ来園者を繋ぐために、園の整備を継続した。

単位：万円

科　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売上高 2385 3450 3588

売上原価 926 1017 976

販売費及び一般管理費 1870 2456 2604

当期収益                                 ▲101 5 153

繰越損益                       　　　　　▲876 ▲871 ▲718

飯豊町土地開発公社
単位：万円

科　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

完成土地等売却収入 2139 385 556

完成土地等売却原価 2858 398 564

当期利益 ▲744 ▲378 13

繰越損益 2250 1872 1885

〈事業概況〉
　漆川住宅団地の造成販売を行っている。今年度は１区画の販売となり15区画中４区画の販売となった。
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氏　名 質　　問　　事　　項 ページ

１．議席番号５番

　　髙
たかはし

橋　勝
まさる
　議員

①一般質問の行方
②町有施設の閉館。式典の在り方を問う

Ｐ７

２．議席番号４番

　　遠
えんどう

藤　芳
よしあき

昭　議員
①昨年８月豪雨で運休となったＪR米坂線の復興
と、町民生活や地域課題への対応について

Ｐ８

３．議席番号３番

　　舟
ふなやま

山　政
まさ

男
お
　議員

①ダム道路へスノーシェットの設置について
②５月連休中の中津川地区民の通行確保について

Ｐ９

４．議席番号２番

　　屋
や

嶋
しま

　雅
まさかず

一　議員 ①高齢者に優しいまちづくりに更なる支援を Ｐ10

５．議席番号１番

　　川
かわさき

﨑　祐
ゆう

次
じ

郎
ろう
　議員

①幼児教育の重要性と教育環境整備の充実について
②高校におけるGIGAスクール構想の実現とその
支援策について

③新潟山形南部連絡道路の整備と主要地方道との
アクセスについて

Ｐ11

６．議席番号７番

　　髙
たかはし

橋　亨
きょう

一
いち
　議員

①山間地の農地。復旧復興を進める対応は Ｐ12

  ◎一般質問に関する記事は、質問者自身で
  　作成しています。
  　また質問内容は、要約した記事となって
  　います。

多くの方に傍聴いただきました
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一般質問

●
一
般
質
問
の
行
方
。「
検

討
す
る
」
の
そ
の
後
は
。

地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
新
た
な
条
例
策
定
は

質
問　

現
状
で
は
、「
地

区
公
民
館
と
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
規
定

し
た
条
例
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
づ
く

り
活
動
を
総
合
的
に
支
援

す
る
施
設
と
し
て
、
一
本

化
し
た
条
例
が
必
要
と
の

認
識
で
検
討
中
。（
令
和

3
年
9
月
定
例
会
）
と
回

答
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

の
経
過
は
。

現
条
例
を
改
正
し
、

事
業
や
業
務
を
明
確

に
規
定
す
る

町
長　
今
後
、
地
区
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
本
来

の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
、

現
行
の
条
例
を
改
正
し
、

セ
ン
タ
ー
と
し
て
担
う
べ

き
事
業
や
業
務
を
明
確
に

規
定
し
て
い
く
。

菅
笠
づ
く
り
の
担
い
手
不

足
。
具
体
的
な
支
援
策
を

質
問　
町
も
担
い
手
不
足

が
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
中
津
川
地

区
と
の
連
携
を
構
築
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
伝
統
文
化
・
産
業
と
し

て
存
続
で
き
る
よ
う
に
、

必
要
な
支
援
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。（
令
和

3
年
12
月
定
例
会
）
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

の
経
過
は
。

引
き
続
き
生
産
者
の

お
話
を
伺
う

町
長　
担
い
手
不
足
の
状

況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
も
引
き
続

き
生
産
者
の
お
話
を
伺
い

な
が
ら
、
町
と
し
て
で
き

る
支
援
を
行
う
。

再
質
問　
①
セ
ン
タ
ー
の

条
例
策
定
②
菅
笠
の
支
援

策
に
つ
い
て
、
私
か
ら
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
町
の
考
え
は
。

①
課
題
を
整
理
し
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す

べ
き
で
は
。

②
早
急
に
生
産
者
に
聞
き

取
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　
①
も
う
少
し
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
業
務
・

運
営
内
容
を
整
理
し
た
い
。

現
状
の
職
員
体
制
・
財
源

に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
る
。

社
会
教
育
課
長　
①
今
年

度
か
ら
、
定
例
で
担
当
者

会
を
開
催
し
、
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。

②
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
、
生
産
者
の
方
と
話
し

合
い
の
場
を
持
た
せ
て
い

た
だ
く
。

●
町
有
施
設
の
閉
館
。

式
典
の
在
り
方
を
問
う
。

閉
校
式
典
の
主
催
者

は
。
ま
た
来
年
度
の

み
ら
い
館
は

質
問　
添
川
児
童
セ
ン
タ

ー
閉
館
式
と
記
念
行
事
は
、

実
行
委
員
会
を
結
成
し
執

り
行
わ
れ
た
。
義
務
教
育

学
校
開
学
で
、
閉
校
に
な

る
学
校
の
式
典
の
主
催
者

は
。
ま
た
現
在
、
旧
添
川

児
童
セ
ン
タ
ー
で
開
館
中

の
こ
ど
も
み
ら
い
館
。
あ

～
す
の
改
修
工
事
終
了
後

に
は
、
元
の
場
所
に
戻
る

の
か
。

式
典
と
記
念
行
事
は

別
に

教
育
長　
閉
校
式
の
主
催

は
、
町
や
教
育
委
員
会
。

閉
校
記
念
行
事
は
、学
校
・

保
護
者
・
地
域
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
と
考
え
て

い
る
。

利
用
者
の
意
見
を

参
考
に

教
育
長　
利
用
者
な
ど
の

意
見
を
参
考
に
、
来
年
度

以
降
の
設
置
場
所
を
決
め

た
い
。
町
の
方
向
性
が
出

た
時
点
で
、
地
域
に
ご
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
他
に
、「
豪
雨
災
害
か

ら
の
復
興
へ
。
町
内
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
方
法
は

一
次
産
業
と
観
光
で
」
を

質
問
。　

　
（
本
人
執
筆
）

一般質問の行方。まちづくりセンターの条例策定は一般質問の行方。まちづくりセンターの条例策定は
町長：現条例を改正し、事業・業務を明確にする町長：現条例を改正し、事業・業務を明確にする

早
期
の
条
例
策
定
を

髙た
か

橋は
し

　
勝ま

さ
る　議

員
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一般質問

●
Ｊ
Ｒ
米
坂
線

米
坂
線
復
旧
に
ど
う

取
り
組
む
の
か

質
問　
Ｊ
Ｒ
か
ら
今
泉
～

坂
町
間
の
復
旧
に
86
億
円

と
５
年
の
期
間
を
要
す
る

が
、
復
旧
工
事
着
工
の
目

途
は
た
っ
て
い
な
い
と
の

発
表
が
あ
っ
た
。
町
長
は

米
坂
線
復
旧
に
今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

両
県
・
沿
線
自
治
体

と
連
携
し
対
応

町
長　
町
に
と
っ
て
Ｊ
Ｒ

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
公

共
交
通
で
あ
る
。
一
日
で

も
早
い
復
旧
の
着
手
に
む

け
、
山
形
、
新
潟
両
県
と

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

若
年
層
流
出
懸
念

町
の
対
応
は

質
問　
米
坂
線
の
復
興
見

通
し
が
な
い
と
若
い
人
が

町
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
何

ら
か
の
対
応
が
必
要
で
は

な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り

町
も
支
援
し
て
い
き
た
い

町
長　
町
内
の
高
校
生
は

１
７
９
名
で
、
そ
の
う
ち

40
名
が
代
行
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。
中
に
は
代
行

バ
ス
に
不
便
を
感
じ
保
護

者
が
直
接
学
校
ま
で
送
迎

し
て
い
る
方
も
い
る
。

　

今
後
Ｊ
Ｒ
で
は
代
行
バ

ス
輸
送
の
課
題
や
利
便
性

向
上
の
た
め
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
の

こ
と
。
町
も
住
民
の
移
動

手
段
の
確
保
の
た
め
、
出

来
る
支
援
は
行
い
た
い
。

復
興
に
む
け
住
民
運
動
を

質
問　
高
校
生
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
の
交
通
手
段

で
あ
り
、
新
潟
・
山
形
間

の
交
通
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
る
。
特
に
観
光
産
業

に
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
だ

と
思
う
の
で
、
観
光
協
会

が
事
務
局
と
な
っ
て
復
興

運
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
は
。

町
民
運
動
に
期
待

町
長　
米
坂
線
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
が
中
心
と
な

っ
て
行
う
べ
き
か
と
思
う

が
、
町
内
の
復
興
運
動
に

は
大
い
に
期
待
し
た
い
。

●
椿
地
区
の
水
害
被
害

椿
地
区
全
域
浸
水

排
水
路
の
問
題
点

質
問　
昨
年
の
８
月
豪
雨

で
は
椿
地
区
の
町
指
定
の

避
難
所
は
じ
め
公
共
施
設

や
老
人
保
健
施
設
も
浸
水

し
た
。

　

現
在
の
八
幡
排
水
路
で

は
山
か
ら
の
水
を
呑
み
き

れ
な
か
っ
た
た
め
、
地
域

に
お
い
て
は
白
川
へ
の
排

水
路
を
整
備
す
る
要
望
書

を
町
長
に
提
出
し
て
い
る

が
、
町
は
地
域
の
要
望
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

関
係
機
関
と
協
議

町
長　
下
野
地
区
の
八
幡

排
水
路
を
ふ
さ
い
で
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
撤
去
は
、

東
北
農
政
局
や
白
川
土
地

改
良
区
と
協
議
し
て
い
る
。

　

白
川
へ
の
新
た
な
排
水

路
整
備
に
つ
い
て
は
町
の

重
要
事
業
と
し
て
県
や
関

係
機
関
と
協
議
す
る
。

（
本
人
執
筆
）

JR米坂線の早期復旧の活動をJR米坂線の早期復旧の活動を
町長：町民や民間団体の活動に期待町長：町民や民間団体の活動に期待

遠え
ん

藤ど
う

芳よ
し

昭あ
き

議
員

いつまで続くか
JR代行バス輸送

溢れた八幡排水路 八幡排水路
コンクリート堰の撤去を

あ～す北側駐車場
正面は福祉の里めざみ
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●
恒
久
的
な
雪
崩
対
策

ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
の

設
置
は

質
問　
通
称
ダ
ム
道
路
が

今
年
ま
た
通
行
止
め
に
な

っ
た
。こ
の
道
路
は
、中
津

川
地
区
住
民
の
生
活
道
路

で
あ
り
、
他
所
か
ら
来
ら

れ
る
方
の
観
光
道
路
で
あ

る
。
安
全
に
、
安
心
し
て

年
間
を
通
じ
て
利
用
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
今
回

の
雪
崩
発
生
個
所
の
前
後

に
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
つ
な
い
で
一
本
の
ス
ノ

ー
シ
ェ
ッ
ド
に
す
る
こ
と

は
。県

に
対
し
て
継
続
的

に
要
望
活
動
を
行
う

町
長　
通
称
ダ
ム
道
路
で

は
こ
こ
数
年
、
雪
崩
、
施

設
の
老
朽
化
を
原
因
と
す

る
交
通
制
限
が
頻
繁
に
行

な
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
、

中
津
川
地
区
か
ら
川
西
町

玉
庭
地
区
を
経
由
す
る
菅

沼
峠
を
迂
回
路
と
し
て
利

用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

年
間
を
通
じ
安
全
に
、

ま
た
、
安
心
し
て
利
用
す

る
重
要
な
路
線
と
な
っ
て

い
る
。
町
と
し
て
も
、
県

に
対
し
て
雪
崩
等
対
策
の

早
期
実
現
に
向
け
、
継
続

的
に
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

雪
崩
対
策
に
は
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
の
区
間
延
長
が

非
常
に
有
効
な
対
策
と
思

わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
含

め
、
改
修
要
望
を
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
菅
沼
峠
の
拡
幅

や
視
距
改
良
な
ど
、
快
適

な
代
替
路
の
確
保
も
重
要

な
対
策
で
あ
る
。『
主
要
地

方
道
米
沢
飯
豊
線
菅
沼
峠

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
』

や
、
中
津
川
地
区
、
川
西

町
玉
庭
地
区
の
方
々
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
要

望
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

●
連
休
期
間
の
渋
滞
対
策

連
休
期
間
の
交
通
渋
滞

に
よ
る
影
響
緩
和
は

質
問　
連
休
期
間
中
、
中

津
川
に
多
く
の
方
が
訪
れ
、

普
段
に
無
い
交
通
渋
滞
と

な
っ
て
い
る
。

　

九
才
峠
を
利
用
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
源
流
の
森

施
設
か
ら
、
町
道
「
須
郷

広
河
原
線
」
へ
接
続
す
る

区
間
の
、
町
道
「
須
郷
上

原
線
」
に
続
く
「
ダ
ム
管

理
用
道
路
」
の
活
用
、
さ

ら
に
、
中
津
川
橋
の
右
岸

に
出
る
「
小
坂
林
道
」
を

活
用
す
る
こ
と
は
。

住
民
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
に
す
る

町
長　
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
る
両
路
線
は
、
費
用

対
効
果
が
低
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

渋
滞
に
関
し
て
は
通
年

的
に
発
生
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
連
休
期

間
中
の
渋
滞
を
緩
和
す
る

た
め
、
関
係
者
に
よ
る
対

策
検
討
会
に
お
い
て
、
情

報
を
共
有
し
、
中
津
川
地

区
住
民
生
活
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
次
年
度
以
降
の

対
策
強
化
に
つ
な
げ
て
い

く
。　
　
　
（
本
人
執
筆
）

舟ふ
な

山や
ま

政ま
さ

男お

　議
員

一般質問

1　通称ダム道路へスノーシェッドの設置は1　通称ダム道路へスノーシェッドの設置は
2　2　５月連休中における中津川地区住民の通行確保は５月連休中における中津川地区住民の通行確保は

町長：県に対して継続的に要望活動を行う町長：県に対して継続的に要望活動を行う

雪崩で通行止めになった通称ダム道路

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

（「
須
郷
上
原
線
」
と
「
ダ
ム

管
理
用
道
路
」）
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一般質問

●
除
雪
支
援

質
問　
現
在
の
町
の
支
援

で
は
、
ま
だ
高
齢
世
帯
の

負
担
が
大
き
い
。
業
者
へ

の
支
払
い
や
道
路
か
ら
玄

関
ま
で
の
除
雪
な
ど
、
更

な
る
支
援
が
必
要
で
は
。

地
域
ぐ
る
み
の
持
続
可

能
な
共
助
組
織
が
必
要

町
長　
専
門
業
者
に
依
頼

す
れ
ば
安
心
安
全
に
除
雪

し
て
も
ら
え
る
が
、
高
齢

世
帯
に
と
っ
て
は
多
額
の

費
用
負
担
が
伴
い
、
ま
た

専
門
業
者
側
は
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
き
め
細
か
な

宅
内
除
雪
に
対
応
で
き
な

い
の
が
現
状
。
最
優
先
で

解
決
す
べ
き
課
題
で
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
地
域
ぐ
る
み
の
持
続

可
能
な
共
助
組
織
が
必
要
。

既
存
の
組
織
の
活
用
も

再
質
問　
新
た
な
共
助
組

織
の
構
築
も
大
事
だ
が
、

既
存
の
組
織
で
あ
る
自
主

防
災
組
織
や
消
防
団
、
企

業
の
従
業
員
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
共
助
も
大
き

い
。
そ
う
し
た
団
体
へ
の

協
力
の
呼
び
か
け
も
必
要

と
思
う
が
。

新
し
い
共
助
組
織
の

創
造
も
視
野
に
検
討

町
長　
条
件
や
環
境
の
違

い
は
あ
る
が
、
声
か
け
は

可
能
で
あ
る
。
今
後
は
、

新
し
い
共
助
組
織
の
創
造

も
視
野
に
、
今
期
に
間
に

合
う
よ
う
様
々
な
課
題
に

取
り
組
み
、
準
備
を
進
め

た
い
。

●
移
動
支
援

ほ
ほ
え
み
カ
ー
料
金

の
負
担
軽
減
を

質
問　
現
在
の
ほ
ほ
え
み

カ
ー
の
利
用
料
金
は
、
高

齢
者
に
と
っ
て
は
高
額
で

あ
る
。
利
用
料
金
を
見
直

し
、
負
担
軽
減
が
必
要
。

ま
た
、
障
害
者
に
対
し
て

の
割
引
料
金
を
４
級
ま
で

対
象
と
で
き
な
い
か
。

福
祉
事
業
と
し
て

維
持
す
れ
ば
可
能

副
町
長　
現
在
、
中
津
川

か
ら
長
井
エ
リ
ア
ま
で
の

料
金
は
片
道
８
０
０
円
で
、

年
金
受
給
者
に
と
っ
て
は

非
常
に
厳
し
い
。
２
０
０

円
下
げ
た
と
し
て
、
町
の

負
担
は
３
０
０
万
円
～
４

０
０
万
円
で
あ
る
。
福
祉

事
業
と
し
て
維
持
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
料
金
を

下
げ
て
、
運
転
免
許
証
の

返
納
促
進
や
交
通
事
故
防

止
と
し
た
政
策
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

運
行
経
路
の
見
直
し
を

質
問　
高
齢
者
か
ら
の
要

望
で
、
ほ
ほ
え
み
カ
ー
の

運
行
経
路
を
、
公
立
置
賜

病
院
の
南
側
の
個
人
医
院

や
商
業
施
設
で
乗
り
降
り

で
き
る
よ
う
に
と
の
声
が

あ
る
。
飯
豊
町
の
利
用
者

も
多
い
こ
と
か
ら
、
見
直

し
が
必
要
で
は
。

運
行
委
員
会
で
協
議

副
町
長　
そ
の
要
望
が
多

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

見
直
し
に
は
陸
運
局
の
許

可
が
必
要
に
な
る
。
運
行

委
員
会
で
協
議
す
る
。

●
高
齢
者
の
居
場
所

高
齢
者
と
子
供
た
ち

の
交
流
を

質
問　
高
齢
者
に
と
っ
て

の
健
康
で
い
ら
れ
る
居
場

所
づ
く
り
や
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
の
生
涯
学
習
を

考
え
れ
ば
、
も
っ
と
交
流

が
必
要
。

今
後
も
支
援
を
続
け
る

教
育
長　
令
和
３
年
度
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
導
入
し
、
高
齢
者
の

知
恵
や
経
験
を
活
用
で
き

る
事
業
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
い
る
。
今
後
も
交
流

を
通
じ
若
い
世
代
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
よ
う
支
援

す
る
。　
　
（
本
人
執
筆
）

高
齢
世
帯
へ
更
な
る

除
雪
支
援
が
必
要

屋や

　嶋し
ま

　雅ま
さ

　一か
ず

　議
員

高齢者に優しいまちづくりに更なる支援を高齢者に優しいまちづくりに更なる支援を
町長：高齢世帯等の除雪支援、移動支援は最優先で解決すべき課題町長：高齢世帯等の除雪支援、移動支援は最優先で解決すべき課題

共助組織による除雪支援

高齢者の足のほほえみカー
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幼
児
教
育
の
重
要
性
と

教
育
環
境
の
充
実
を

質
問　
令
和
８
年
４
月
か

ら
「
施
設
分
散
型
の
義
務

教
育
学
校
」
が
開
校
さ
れ

る
。
義
務
教
育
学
校
は
、

町
内
２
つ
の
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
も
含
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
幼
児
教
育

の
重
要
性
を
認
識
し
た
将

来
構
想
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
用
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
が
小
・
中
学
校

に
お
い
て
開
始
さ
れ
て
い

る
中
、
円
滑
に
小
学
校
へ

進
学
で
き
る
よ
う
認
定
こ

ど
も
園
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
を
提
案
し
た
い
。

幼
児
期
は
人
間
関
係

や
感
性
を
育
む
時
期

教
育
長　
幼
児
期
の
教
育

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
態
度
を
育
て
、
道
徳
性
、

学
習
意
欲
、
好
奇
心
や
探

求
心
を
養
い
、
創
造
性
を

豊
か
に
す
る
な
ど
小
学
校

以
降
に
お
け
る
生
き
る
力

や
人
間
形
成
の
基
礎
を
培

う
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

　

幼
児
期
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
正
し
い
使
い
方
を

教
え
る
意
義
は
感
じ
る
。　
　

　

今
後
は
、
各
こ
ど
も
園

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

高
校
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
と
支
援
策
は

質
問　
令
和
３
年
４
月
に

始
ま
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
開
始
年
度
に

中
学
一
年
生
だ
っ
た
生
徒

が
来
年
春
に
高
校
に
進
学

す
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
全
て

の
高
校
生
に
共
通
の
必
修

科
目
「
情
報
Ⅰ
」
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
等
を
学
習
さ

せ
る
と
し
て
い
る
。

　

高
校
で
は
、
公
立
・
私

立
高
校
の
別
や
学
習
内
容

が
異
な
る
こ
と
か
ら
一
人

一
台
の
端
末
の
整
備
に
バ

ラ
ツ
キ
が
生
じ
て
い
る
と

聞
く
。
義
務
教
育
課
程
と

同
様
に
各
自
治
体
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
の
一
つ
で
あ
る
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
に
支
援
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

県
立
高
校
で
実
施
、

私
立
高
校
で
も
取
り

組
み
が
進
行
中

教
育
長　
県
立
高
校
で
は

令
和
４
年
４
月
か
ら
概
ね

１
人
１
台
の
端
末
を
使
用

し
て
の
学
習
が
開
始
さ
れ

て
お
り
、
整
備
率
は
約
95

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
は
整
備
に
多

少
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
状

況
の
よ
う
だ
が
、
置
賜
地

域
の
私
立
高
校
で
は
環
境

整
備
や
学
習
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
様
子
だ
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
学
習

が
途
切
れ
ず
継
続
性
の
あ

る
も
の
に
な
る
よ
う
児
童

生
徒
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努

め
る
。

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
の
整
備
と
主
要
地
方

道
と
の
ア
ク
セ
ス
は

質
問　
国
は
、
本
年
３
月

31
日
に
新
潟
山
形
南
部
連

絡
道
路（
小
国
～
飯
豊
間
）

の
整
備
に
関
し
て
概
略
ル

ー
ト
及
び
構
造
の
検
討
を

進
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
計

画
段
階
評
価
に
入
る
」
と

発
表
し
た
。
飯
豊
町
に
と

っ
て
非
常
に
大
き
な
前
進

で
あ
り
、
喜
ば
し
い
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
る
。

　

国
道
１
１
３
号
は
、
日

本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結

ぶ
路
線
で
あ
り
、
東
日
本

大
震
災
時
に
は
、
そ
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
道

路
で
あ
る
。
今
後
、
新
潟

山
形
南
部
連
絡
道
路
（
小

国
～
飯
豊
間
）
の
整
備
に

当
た
り
、
主
要
地
方
道
米

沢
飯
豊
線
（
通
称
ダ
ム
道

路
）
や
主
要
地
方
道
長

井
飯
豊
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

町
内
の
商
工
観
光
振
興
を

考
え
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

が
必
要
な
地
点
等
を
検
討

し
、
国
へ
強
く
働
き
か
け

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

重
要
課
題
と
し
て
国
や

県
と
密
接
な
連
携
を

町
長　
計
画
段
階
評
価
の

予
算
確
保
の
報
道
が
あ
っ

た
。
準
備
段
階
か
ら
積
極

的
に
関
わ
り
、
町
民
の

方
々
の
意
見
が
よ
り
良
い

形
で
実
現
で
き
る
よ
う
努

め
る
。
主
要
地
方
道
（
県

道
）
の
各
路
線
へ
の
ア
ク

セ
ス
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
も
合
わ
せ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
課
題
と

な
っ
て
い
る
ダ
ム
道
路
や

菅
沼
峠
の
整
備
は
、
国
道

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
、

重
要
な
路
線
と
な
る
た
め
、

合
わ
せ
て
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。（
本
人
執
筆
）

川か
わ
さ
き﨑

　祐ゆ
う

次じ

郎ろ
う

　議
員

一般質問

認定こども園に教育環境（ICT環境）の整備を認定こども園に教育環境（ICT環境）の整備を
教育長：ICT機器の活用方法を検討教育長：ICT機器の活用方法を検討
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質
問　
昨
年
8
月
の
豪
雨

か
ら
10
ヵ
月
が
過
ぎ
、
被

害
の
復
旧
復
興
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
残
さ
れ
て

い
る
農
地
等
の
復
旧
は
。

農
地
等
災
害
自
力

復
旧
支
援
事
業
で

町
長　
町
全
体
で
３
２
６

㏊
の
被
害
の
内
、
復
旧
率

85
％
、
２
７
８
㏊
の
農
地

が
復
旧
し
た
。

　

特
に
大
き
く
被
災
を
受

け
た
萩
生
川
沿
い
13
・
７

㏊
、
黒
沢
平
田
沢
付
近
５

㏊
、椿
松
の
下
沢
付
近
２
・

６
㏊
、
小
白
川
沿
い
の
農

地
17
・
１
㏊
や
添
川
上
代

付
近
で
２
・
８
㏊
、
そ
の

他
合
わ
せ
て
48
・
５
㏊
の

農
地
は
、
国
の
災
害
復
旧

事
業
で
、
令
和
６
年
か
ら

の
作
付
け
可
能
と
な
る
よ

う
に
復
旧
を
進
め
て
い
く
。

　

本
年
度
作
付
け
不
可
能

な
農
地
は
、
一
定
の
追
加

支
援
が
必
要
と
判
断
し
て

い
る
。

被
災
地
域
の
営
農
計

画
は

質
問　
豪
雨
災
害
に
よ
り

営
農
意
欲
を
失
っ
た
農
家

が
多
く
い
る
。
復
旧
だ
け

で
な
く
ソ
フ
ト
面
の
支
援

が
必
要
で
は
。

営
農
計
画
が
重
要

町
長　
災
害
復
旧
事
業
で

は
、
休
耕
田
や
自
己
保
全

等
の
転
作
地
等
が
、
災
害

復
旧
事
業
対
象
か
ら
外
れ

る
た
め
、
作
付
け
営
農
計

画
が
重
要
で
あ
る
。

　

県
で
は
、「
山
形
農
地

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
ア
ク
シ

ョ
ン
事
業
」
を
創
設
し
、

再
生
利
用
の
推
進
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
域
計
画
を

策
定
し
、
ど
の
よ
う
に
農

地
を
利
用
し
て
行
く
か
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

植
林
対
策
は

質
問　
森
林
に
は
、
山
地

か
ら
の
土
砂
流
出
を
く
い

止
め
る
機
能
が
あ
る
。
今

回
の
豪
雨
災
害
を
機
に
松

く
い
、
ナ
ラ
枯
対
策
を
含

め
た
植
林
を
強
化
す
べ
き

で
は
。

山
林
所
有
者
と
財
産

区
と
話
し
合
い
で

町
長　
被
害
を
受
け
た
松

や
ナ
ラ
の
木
は
移
動
せ
ず

伐ば
っ

倒と
う

燻く
ん

蒸じ
ょ
う

処
理
を
施
し

て
お
り
、
今
回
の
豪
雨
に

よ
り
多
く
の
流
木
が
農
地

に
流
れ
込
ん
だ
。

　

被
害
木
伐
倒
跡
地
の
植

林
は
、
森
林
の
治
山
効
果

に
重
要
な
対
策
で
あ
る
。

　

山
林
所
有
者
、
財
産
区

関
係
者
と
話
し
合
い
な
が

ら
計
画
し
て
い
く
。

（
本
人
執
筆
）

今
年
度
の
農
地
復
旧

の
予
定
は

一般質問

髙た
か

橋は
し

亨き
ょ
う

一い
ち

議
員

山間地の農地復旧復興を進める対応は山間地の農地復旧復興を進める対応は
町長：地域計画を策定し協議を進める町長：地域計画を策定し協議を進める

【流出した農地（大平）】

【平田沢地内の被災田】
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◆
い
い
で
希
望
塾
を
開
塾

・
中
学
１
・
２
年
生

　

期
間

　

７
月
30
日
～
３
月
10
日

・
中
学
３
年
生

　

期
間

　

７
月
30
日
～
３
月
３
日

ど
ち
ら
も
科
目
は
数
学

と
英
語
で
回
数
は
計
20

回
の
開
塾
と
な
る
。

・
小
学
６
年
生

科
目
は
算
数
と
英
語
で

３
月
下
旬（
春
休
み
中
）

３
回
程
度
開
塾
す
る
。

◆
い
い
で
子
ど
も
大
学

　

８
月
８
日
～
９
日
に
い

い
で
子
ど
も
大
学
を
開
催

す
る
。
内
容
は
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
や
各
地
区
の

産
業
巡
り
な
ど
で
対
象
は

小
学
３
年
生
以
上
で
30
名

程
度
を
予
定
。

（
教
育
委
員
会
）

◆
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
大
規
模
改
修
の
状
況

　

５
月
末
時
点
で
の
工
事

進
捗
状
況
は
52
・
７
％
で

８
月
中
旬
頃
に
１
階
の
ト

イ
レ
を
除
き
完
了
予
定
。

会
議
室
や
図
書
室
の
利
用

再
開
を
予
定
。

（
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

◆
二
十
歳
の
つ
ど
い

　

８
月
15
日
に
「
令
和
５

年
度　

飯
豊
町
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
を
開
催
予
定
。

今
年
度
対
象
者
は
62
名
で

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
内
容
で

式
典
を
行
う
予
定
。

◆
め
ざ
み
の
里
ま
つ
り

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
大

規
模
改
修
に
伴
い
、
会
場

を
変
更
し
て
開
催
予
定
。

　

日
時
、
内
容
等
は
実
施

本
部
会
議
で
協
議
す
る
。

　
　
（
社
会
教
育
課
）

●
天
養
寺
観
音
堂
の
再
建

の
現
況
は

遠
藤
委
員　
再
建
ま
で
の

今
後
の
計
画
と
財
源
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　
令
和
５

年
度
は
昨
年
度
解
体
し
た

部
材
の
調
査
を
行
う
。
令

和
６
年
度
は
調
査
の
結
果

を
経
て
足
り
な
い
部
材
の

調
達
を
行
う
。
令
和
７
年

度
は
組
立
て
再
築
を
計
画

し
て
い
る
。

　

財
源
は
県
が
７
割
、
町

が
３
割
負
担
と
な
り
９
月

ま
で
県
に
見
積
も
り
を
報

告
予
定
。

●
し
ら
さ
ぎ
荘
チ
ッ
プ
ボ

イ
ラ
ー
の
状
況
は

古
山
委
員

し
ら
さ
ぎ
荘

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
稼
働

状
況
と
経
費
削
減
効
果
は

ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い

る
か
。

企
画
課
長　
５
月
８
日
か

ら
本
稼
働
を
開
始
し
。
町

と
地
域
振
興
公
社
と
飯
豊

バ
イ
オ
マ
ス
の
三
者
で
15

年
間
、
年
２
２
０
０
万
円

で
契
約
し
た
。
経
費
削
減

効
果
は
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と

比
較
し
、
年
間
１
０
０
万

円
～
３
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

●
い
い
で
希
望
塾
の
見
通

し
は

菅
野
委
員

今
年
度
の
入

塾
希
望
者
の
見
込
み
と
入

塾
者
へ
の
支
援
策
は
。

教
育
委
員
会　
こ
ど
も
塾

は
９
年
目
と
な
り
入
塾
者

は
減
少
傾
向
。
特
に
中
学

２
年
生
が
部
活
動
と
の
関

係
も
あ
り
減
少
傾
向
に
あ

る
。
今
年
度
の
対
象
者
は

１
５
４
人
で
半
数
以
上
を

見
込
ん
で
い
る
。
受
講
料

を
無
料
と
し
、
他
の
支
援

策
は
特
に
無
い
。

●
土
・
日
の
部
活
動
状
況
は

髙
橋︵
亨
︶委
員　
働
き
方

改
革
の
取
組
み
に
よ
り
、

現
在
の
部
活
動
の
状
況
は
。

教
育
長　
現
在
中
学
校
は

土
・
日
の
ど
ち
ら
か
１
日

と
、
水
曜
日
の
部
活
動
を

休
み
と
し
て
い
る
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
部
活
動
指
導
の
地

域
移
行
を
進
め
て
お
り
、

関
係
団
体
と
話
し
合
い
を

し
て
い
る
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
業
者
選
定
は

後
藤
委
員

業
者
選
定
方

法
と
選
定
業
者
数
は
。

企
画
課
長　
３
月
に
次
年

度
分
の
説
明
会
を
開
催
し

申
請
受
付
後
に
審
査
会
を

開
催
し
決
定
し
て
い
る
。

現
在
、
選
定
業
者
数
は
25

登
録
品
目
は
１
５
９
品
目

と
な
っ
て
い
る
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

総務文教常任委員会

開塾します　いいで希望塾開塾します　いいで希望塾
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◆
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
の
見
直
し
に
関
す
る

請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の

と
し
た

◆
農
地
災
工
事
状
況
と
森

林
育
成
事
業

・
工
事
完
了
８
件
、
二
反

田
水
路
等

・
仮
復
旧
５
件
、
寺
分
堰

水
路
等

・
工
事
中
は
小
白
川

・
未
発
注
は
坪
沼
水
路
と

な
っ
て
い
る
。

　

６
月
17
日
～
18
日
、
４

年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ

（
旧
日
本
通
運
）
の
森
林

育
成
事
業
が
、
10
組
、
32

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

４
年
ぶ
り
に
「
黒
べ
こ

ま
つ
り
」
を
ど
ん
で
ん
平

ゆ
り
園
で
開
催
す
る
。

　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

◆
電
池
バ
レ
ー
構
想

　

６
月
９
日
『
電
動
モ
ビ

リ
テ
ィ
地
域
共
創
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
』
を
専
門
職
大

学
、
山
形
県
、
飯
豊
町
の

三
者
で
設
立
し
た
。
記
念

講
演
会
を
７
月
８
日
に
予

定
。

　

屋
台
村
は
今
秋
再
開
す

る
予
定
。

　
　
（
商
工
観
光
課
）

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　

住
宅
等
小
規
模
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
、
予
算
額
４
０
０

万
円
、
補
助
率
は
対
象
工

事
の
20
％
で
限
度
額
は
20

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
地
域
整
備
課
）

◆
中
津
川
診
療
所
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

　

人
口
減
少
と
医
師
不
足

に
よ
り
、
置
賜
総
合
病
院

と
中
津
川
診
療
所
が
通
信

回
線
で
結
ば
れ
、
７
月
下

旬
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

と
な
る
予
定
。

（
国
保
診
療
所
）

●
土
木
作
業
従
事
者
の
安

全
管
理
は

屋
嶋
委
員　
豪
雨
災
害
復

旧
工
事
に
お
け
る
働
く
人

の
安
全
管
理
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

地
域
整
備
課
長　
直
接
の

指
導
は
で
き
な
い
が
、
業

者
に
対
し
て
安
全
管
理
徹

底
を
図
る
。

●
介
護
現
場
の
人
材
不
足

に
つ
い
て
は　

舟
山
委
員

介
護
職
に
お

け
る
人
材
不
足
に
つ
い
て

の
捉
え
方
は
。

健
康
福
祉
課
長　
施
設
よ

り
相
談
を
受
け
て
い
る
。

急
な
対
応
は
難
し
い
が
、

関
係
機
関
と
対
応
を
取
り

な
が
ら
増
員
の
検
討
を
し

て
い
る
。

●
小
規
模
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

事
業
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
、
件

数
は
。

地
域
整
備
課
長　
住
宅
の

小
規
模
な
修
繕
に
対
応
す

る
補
助
金
で
全
家
屋
が
対

象
と
な
る
。
20
件
～
30
件

の
申
請
を
想
定
し
て
い
る
。

　

６
月
定
例
会
の
補
正
予

算
で
対
応
す
る
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は

古
山
委
員　
中
津
川
診
療

所
で
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
に
対
応
す
る
医
師
は
ど

な
た
か
。

診
療
所
事
務
所
長　
現
在

中
津
川
診
療
所
に
勤
務
し

て
い
る
医
師
対
応
。

●
砂
防
対
策
に
つ
い
て
は

菅
野
委
員

治
山
・
治
水

対
策
の
た
め
の
砂
防
工
事

の
必
要
性
は
。

町
長　
昨
年
８
月
の
災
害

に
鑑
み
今
後
、
治
山
・
治

水
、
砂
防
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
国
、
県

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
治

山
・
治
水
事
業
を
す
す
め

て
い
き
た
い
。

請
願
審
査
に
つ
い
て

質
問
と
答
弁

産業厚生常任委員会

農地災害復旧が進む農地災害復旧が進む

各
課
か
ら
の
報
告

オンライン診療となる中津川診療所
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●
飯
豊
町
起
業
支
援
施
設

　

町
は
、
令
和
４
年
12
月

か
ら
は
赤
門
学
院
に
、
同

施
設
床
面
積
の
約
88
％
を

無
償
で
貸
し
付
け
を
行
い
、

残
り
の
約
12
％
を
飯
豊
電

池
研
究
所
が
使
用
し
て
お

り
、
使
用
料
１
２
６
万
円

を
町
に
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年

間
使
用
料
は
、
施
設
建
設

当
時
に
山
形
大
学
と
締
結

し
た
使
用
料
１
,０
０
０

万
円
と
比
較
す
る
と
、
町

は
８
７
４
万
円
の
歳
入
減

と
な
っ
て
い
る
。

●
貸
工
場

　

委
員
会
は
再
三
に
わ
た

り
セ
パ
レ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン

株
式
会
社
（
以
下
Ｓ
Ｄ
社

と
い
う
）
と
町
に
、
早
期

の
操
業
開
始
と
貸
工
場
賃

貸
借
契
約
（
覚
書
）
の
締

結
を
要
請
し
て
き
た
。
し

か
し
、
令
和
５
年
６
月
の

Ｓ
Ｄ
社
の
回
答
で
は
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
町
は
Ｓ
Ｄ
社
が
使
用

す
る
可
能
性
を
残
し
な
が

ら
、
他
社
誘
致
に
取
り
組

む
旨
を
、
令
和
４
年
８
月

に
Ｓ
Ｄ
社
に
言
い
渡
し
た
。

そ
の
後
町
は
、
貸
工
場
の

視
察
対
応
や
誘
致
交
渉
に

努
め
て
い
る
。

●
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
専
門
職
大
学　

　

今
年
度
は
３
名
の
入
学

者
で
開
学
し
た
。
同
大
は

来
春
の
入
学
者
確
保
に
つ

い
て
、
指
定
校
推
薦
制
度

を
強
化
す
る
ほ
か
、
自
動

車
関
連
メ
ー
カ
ー
社
員
の

リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び
直

し
）
に
よ
る
受
験
の
働
き

か
け
を
行
い
、
町
は
新
た

な
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

関
連
事
業

　

主
要
な
関
連
事
業
は

「
屋
台
村
建
設
・
運
営
事

業
」、
飯
豊
電
池
研
究
所

や
Ｓ
Ｄ
社
等
へ
の
「
業
務

交
流
促
進
・
人
材
育
成
業

務
委
託
」
等
で
あ
る
。
令

和
４
年
３
月
議
会
に
お
い

て
付
帯
決
議
し
た
「
飯
豊

電
池
バ
レ
ー
人
材
育
成
事

業
業
務
委
託
」
に
つ
い
て

は
、
多
額
の
費
用
に
対
す

る
成
果
が
問
わ
れ
て
お
り
、

今
後
、
町
に
詳
し
い
報
告

を
求
め
て
い
く
。

継
続
し
て
注
視
す
る

　

町
は
、平
成
25
年
に「
飯

豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
」
を

立
ち
上
げ
た
。
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
技
術
開
発

を
通
じ
て
、「
新
産
業
の

集
積
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

雇
用
の
創
出
、人
材
育
成
」

を
目
指
す
本
町
の
重
要
な

事
業
で
あ
る
。
し
か
し
貸

工
場
に
お
い
て
は
、
債
務

返
還
の
財
源
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

社
か
ら
の
使
用
料
が
見
込

め
な
い
現
状
で
あ
り
、
町

の
歳
入
減
が
生
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
未
使
用
工
場
に

お
け
る
維
持
管
理
経
費
の

財
源
確
保
、
新
た
な
企
業

誘
致
が
発
生
し
た
場
合
の

施
設
改
修
費
用
な
ど
課
題

が
残
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
社
の

道
義
的
責
任
は
重
い
。

　

ま
た
未
契
約
の
ま
ま
事

業
着
手
せ
ざ
る
得
な
か
っ

た
状
況
は
、
望
ま
し
い
も

の
で
は
な
い
。
今
後
、
な

お
一
層
の
早
期
の
操
業
開

始
と
賃
貸
借
契
約（
覚
書
）

の
締
結
に
向
け
て
努
力
す

べ
き
で
あ
る
。

　

上
記
の
と
お
り
、
構
想

全
体
の
進
捗
状
況
が
「
目

標
到
達
と
言
え
る
状
態
で

は
な
い
」
と
委
員
会
と
し

て
の
結
論
に
至
っ
た
。
改

め
て
、
電
池
バ
レ
ー
構
想

の
到
達
点
を
関
係
者
で
再

認
識
し
、
町
民
に
理
解
が

得
ら
る
よ
う
、
町
と
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は

「
継
続
し
て
注
視
し
て
い

く
」
こ
と
と
す
る
。

電池バレー構想の現在地は。「新産業集積、電池バレー構想の現在地は。「新産業集積、
交流人口拡大、雇用創出、人材育成」の成果は交流人口拡大、雇用創出、人材育成」の成果は

　
特
集
：「
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
」
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告
書（
概
要
）

事
業
の
進
捗
状
況

詳しくは町HPを
ご覧ください
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発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
菅
野
富
士
雄

発
　
　
　
行

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
舟
山
　
政
男

副
委
員
長
　
遠
藤
　
芳
昭

委
　
　
員
　
後
藤
惠
一
郎

　
　
　
　
　
　
川
﨑
祐
次
郎

　
　
　
　
　
　
屋
嶋
　
雅
一

　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
勝

　

豪
雨
災
害
は
じ
め
、
様

々
な
出
来
事
が
あ
っ
た
四

年
間
で
し
た
。
読
ん
で
も

ら
え
る
『
議
会
だ
よ
り
』

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
今
号
で
一

区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。

取
材
等
こ
れ
ま
で
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
舟
山　

記
）

編
集
後
記

ご愛読ありがとう
ございました
広報公聴委員一同

令
和
元
~
２
年
度

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

■
令
和
19
年
７
月
24
日

10
名
の
議
員
が
誕
生

■
議
長
菅
野
富
士
雄
、
副

議
長
遠
藤
忠
議
員
に
決
定

■
世
界
中
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
し
、
日
常
生

活
に
も
影
響
す
る

■
３
月
で
手
ノ
子
幼
稚
園

閉
園
と
な
る

令
和
２
~
３
年
度

政
治
倫
理
審
査
会

■
電
池
バ
レ
ー
構
想
か
ら

山
形
大
学
が
撤
退

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

町
独
自
事
業
で
支
援

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
じ
ま
る

■
７
月
豪
雨
で
被
害

■
中
津
川
橋
ケ
ー
ブ
ル
腐

食
に
よ
り
３
ヵ
月
間
通
行

止
め

■
町
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
ゼ

ロ
を
目
指
し
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
う
。

■
令
和
２
年
12
月
電
池
バ

レ
ー
貸
工
場
完
成

■
12
月
住
民
か
ら
コ
ロ
ナ

関
連
農
家
用
持
続
化
給
付

金
の
サ
ポ
ー
ト
の
件
で
、

不
適
切
な
対
応
を
し
て
い

る
議
員
が
い
る
と
の
指
摘

が
あ
り
、
議
会
内
に
政
治

倫
理
審
査
会
を
設
置
。
委

員
会
で
は
辞
職
勧
告
措
置

を
議
長
に
求
め
た
。

当
該
議
員
自
ら
辞
職
し
た
。

令
和
３
~
４
年
度

特
別
委
員
会
設
置
と

８・３
豪
雨
災
害

■
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想

に
関
す
る
特
別
委
員
会

■
新
年
度
予
算
、
電
池
バ

レ
ー
構
想
人
材
育
成
事
業

に
関
し
て
付
帯
決
議

■
全
町
小
中
学
校
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
授
業
は
じ
ま
る

■
５
月
、
公
営
住
宅
の
改

修
工
事
予
算
案
否
決

■
８
・
３
豪
雨
災
害　

羽

越
水
害
を
超
え
る
被
害

復
旧
費
用
約
70
億
円

■
米
坂
線
今
泉
〜
坂
町
間

運
休
と
な
る
。
復
旧
ま
で

代
替
バ
ス
運
行
。

令
和
４
~
５
年
度

女
性
と
の
懇
談
会

■
第
三
セ
ク
タ
ー
指
定
管

理
委
託
料
決
定
の
際
、
経

営
改
善
の
付
帯
決
議

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
海
外

観
光
客
誘
致
）
再
開

■
議
会
と
女
性
と
の
懇
談

会
開
催　

16
名
参
加

■
４
月
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ

専
門
職
大
学
開
学

■
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想

特
別
委
員
会
報
告

■
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
議
会
へ

■
令
和
５
年
３
月
で
添
川

児
童
セ
ン
タ
ー
閉
館

■
令
和
５
年
５
月
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
感
染
症
へ
移
行

コロナ禍と豪雨災害
町議会４年間を振り返る町議会４年間を振り返る

　

飯
豊
町
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
を
年
４
回
発

行
し
、
議
会
や
議
員
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
８
月
に
現
在
の
議
員
の
任
期
が
満

了
す
る
た
め
、
こ
の
４
年
間
の
議
会
活
動
と
町
の

動
き
を
ま
と
め
ま
し
た
。

町の課題を
出来る限り詳しく

令和５年６月26日　議会だより190号（16）


